
（別紙３）

～ 令和7年12月20日

（対象者数） ２８世帯 （回答者数） ２６世帯

～ 令和7年12月20日

（対象者数） １０人 （回答者数） １０人

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

支援に対して協議する機会を更に増やしていく。

2

3

感情に走らず，チームで情報共有し支援をしていく。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

スタッフ一人一人のスキルを上げるために研修などを行って
いく。

2

3

チームで取り組んでいる所
皆で力を合わせ補い合っている所
スタッフ同士が自由に意見を言い合える所

事前の打ち合わせ，事後の反省を詳しく行うことで次の支援に
活かしている。
日々の記録を残していくことでスタッフ同士が共通理解できる
ようにしている。

アットホームな雰囲気で，子どもたちがのびのびと安心して過
ごすことができる所

子どもたちが自主的に行動できるよう心がけながら日々の支援
に取り組んでいる。
子どもたちがスタッフを「〇〇さん」と呼ぶことで，よりアッ
トホームな雰囲気になっている。

経営者（理事⾧・副理事⾧）に熱意がある所

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

スタッフが各々の得意分野を活かして支援活動に取り組んでい
る。（保育士，教員，介護ヘルパー，レクリエーションインス
トラクター，子育てサロン指導員等）
一方で，看護師やリハビリ関係などの専門職がおらず，多方面
からの支援ができない所

仕事をしやすい環境づくり（休暇，休憩時間，賃金等）を考慮
していく。

令和7年12月1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和8年1月20日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 放課後等デイサービス 学童ひまわり

○保護者評価実施期間 令和7年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


